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This article reports the results of a three-year education project (from 2015 to 2017) 
conducted by the Faculty of Foreign Language Studies of the Institute of Liberal Arts 
and Science. This project aimed developed an effective education system inside and 
outside of classes for students preparing to study abroad or continuing learning after 
coming back from studying abroad. According to the analysis of the investigation into 
the students’ actual learning requirements, we consider the further possibilities of 








                                                   
1 『STUDY ABROAD 2016	 KANAZAWA UNIVERSITY～金沢大学生のための派遣留学
の手引き～』（金沢大学国際機構支援室、2017）によれば、過去 5 年間の実績は 2011 年度


































上げ、2015 年度から 2017 年度までの 3 年間に亘り次の 3 点の作業を行なった。 
	 	 （1） 派遣留学帰国学生を対象にアンケートを実施 






	 ① 11 月、アンケート調査の実施 









	 ① 11 月、アンケート調査の実施 



















フォーラム	 金沢大学外国語教育論集』第 11 号、2017 年 3 月、pp.65-77） 
■ 三上純子「フランス語の名詞の性の覚え方について――限られた初級レベルの語彙の学
習を支援する試み」（『外国語教育フォーラム	 金沢大学外国語教育論集』第 11 号、2017
年 3 月、pp.79-87） 
2017 年度  
	 ① 11 月、アンケート調査の実施 
	 ② 12 月から 1 月、「初習言語アワー」の開催 
	 前年度の初習言語アワーの好評を受けて実施。前年度同様、参加した学生からは、今後
も継続して同様の企画を行なってほしい旨の声が上がっている。 













域の学生が卒業に必要な初習言語 8 単位を揃えるための初級クラス「○○語 A」、A を修得
済みで、より発展的な学習を目指す学生を対象とした中級クラス「○○語 B」、B を修得済
みで、更に高い能力を身につけたい学生のための上級クラス「○○語 C」がある。また、












ると、ドイツへの派遣留学者数内訳は表 1 のように推移している。この 3 校に加え、2018
年度にはヴュルツブルク大学に 2 名が新たに派遣される予定である。 
	
表 1：派遣留学者数	  
	
 
	 アンケートは、2014 年から 2016 年までの 3 年間にドイツの大学に派遣された学生 30
名を対象に行い、2014 年度は 11 名分、2015 年度は 7 名分、2016 年度は 10 名分のアン
ケートが回収できた。回答があった学生の所属学類は、人文学類、国際学類、経済学類、
法学類であった。留学年次については、アンケートを回収した学生総数 28 名中 3 名のみ
初習言語の派遣留学生の実力養成に向けた効果的なサポート体制の構築を目指して 
69 
が 2 年次の 8 月末から 9 月末にかけて留学し、残りの学生は 3 年次の同時期に留学してい
る。 



















ラス」とは、後期（第 3 クォーターと第 4 クォーター）に開講されている初学者向けのド
イツ語のオプションクラスであり、「充実クラスⅠ読む・書く」と「充実クラスⅡ話す・聞
く」からなる。言語科目が卒業単位として必修 8 単位必要な学生は、週 2 コマ言語科目の
受講が標準的履修スタイルであるが、意欲の高い学生はその 2 コマに加え、自由履修科目
として「充実クラス」をさらに 1 ないしは 2 コマ受講できる制度が本学にはある。つまり










上記表 3 は、アンケートを回収した派遣留学者数の内、2014 年度は 11 人中 8 名、2015
年度は 7 名中 2 名、2016 年度は 10 名中 7 名の学生が「充実クラスⅠ」ないしは「充実ク
ラスⅡ」、あるいはその両方を受講しているという履修率の高さを示している。 
また派遣留学生の多くが、派遣留学前の 2 年次の夏にドイツ短期留学に参加している点






し、分析を試みる。ドイツの大学の語学コースは、CEFR に基づき、A1 から C1 あるいは
C2 まで段階的にレベル設定されている。各大学では、A1 のクラスは A1-1 から A1-2、B1









下記の図表 2 において、アンケートの回答があった 28 名の派遣留学者の留学時と留学










と、例えばクラスレベル 2 の A2 は、A2-1 から A2-2 を指し、クラスレベル 3 の A2 は A2-1
もしくは A2-2、B1 は B1-2 を指す。クラスレベル 4 と 7 の C1 は C1-1 になる。クラスレ
ベル 5 は、B1-1 から B2-2 まで示す。クラスレベル 6 の B1 は、B1-1 から B2-2 を示して
いる。 
学生のクラスレベルの移行は通常、セメスター単位で行われる。最初に受講するクラス





















C1 のクラスまで上がった学生 6 名（図表 2: レベル 4 と 7 の合計人数）は、「充実クラ
Forum of Language Instructors, Volume 12, 2018 
72 
ス」を履修し、夏季短期留学を経験し、3 年次留学前の前期（第 1 クォーターと第 2 クォ
ーター）に週 3 コマ以上、ドイツ語の授業を履修している。一方、留学時、図表 2 のレベ
ル 1 と 2 に入った学生 2 名は 2 年次の夏に留学した学生である。この二名はドイツ語の学
習意欲はあったものの、留学前のドイツ語学習時間を十分に確保できていなかった。派遣





































































































ス（ドイツ語 C）で、受講者が CEFR A2 から B1 相当の試験問題を解く機会を受けられ
るようにしていきたい。 


























































	 フランス語では、2014〜2016 年度の派遣学生に加えて、2015 年度の調査実施時に在籍
していた 2012 年度、2013 年度の派遣学生にも本アンケートを依頼した。全体で 30 名に
依頼し回答者数は 25 名であった。2012〜2016 年度にフランス語圏に派遣留学した学生の





派遣大学 2012 2013 2014 2015 2016 計 
ロレーヌ大学 1(2) 2(2) 2(2) 1(1) 1(2) 7 (9) 




1(2) 2(2) 1(2) 4 (6) 
ジャン=ムーラン・リヨン第 3 大学     1(1) 1 (1) 
モントリオール大学   3(3) 2(3) 1(1) 6 (7) 
計 1(5) 3(4) 8(9) 7(8) 6(8) 25(34) 
 
	 回答してくれた派遣学生の所属は国際学類 22 名（国際社会コース 9 名・日本語教育コ
ース 1 名・アジアコース 1 名・米英コース 1 名・ヨーロッパコース 10 名）、人文学類 3 名 
（心理学コース 1 名・言語文化学コース 2 名）であり、国際学類の国際社会コースおよび
ヨーロッパコースの学生が大多数を占めている。男女比は男子 3 名：女子 22 名で、圧倒
的に女子が多い。滞在期間は 2 名が 6 ヶ月であるほかは、8 ヶ月から 12 ヶ月、滞在形態
は学生寮が 23 名、ホームステイとアパートが各 1 名であった。 
 
3-2. 留学前の状況 
	 留学前の語学関連授業の履修状況（アンケート I-1.）を見ると、フランス語 A1〜A4（初
級）のほか、出発前に履修可能な、日本人教員およびネイティブ教員の 2 年生、3 年生を
対象とした学類の専門科目はほぼ全員が履修していた。さらに初級の選択科目である「充
実クラス」を履修している学生が 12 名、海外語学研修（以下語学研修と略称）に参加し




級」8 名／「準 2 級」10 名／「2 級」4 名、CEFR 準拠のフランス語資格 DELF は[A1] 2
名／[A2] 4 名／[B1] 2 名であった。仏検については、模擬試験の実施や語学研修後の仏検
合格者に対する単位認定制度等により、情報提供が進んでいることもあり、アンケート回





Forum of Language Instructors, Volume 12, 2018 
78 










されるレベルは CEFR A1~A2 である。それに対し、ジャン=ムーラン・リヨン第 3 大学
では授業料が免除となるのは専門課程のみ、モントリオール大学は 1 学期目は語学クラス
が授業料免除となるが、2 学期目は専門課程のみが免除の対象である。これら 2 校で要求
されるレベルは CEFR B1 である。なお本学のカリキュラムで普通に勉強している学生に
とっては、3 年秋に留学する場合も、留学前に CEFR B1 に達するのは容易ではない。 
	 そのような事情もあり、受講形態（アンケート II-5.）については、回答者の 6 割を超え
る 16 名が語学クラスのみの受講（ただし、やや専門的な授業を聴講している場合も含む）
であった。「初めは語学クラスのみで途中から専門クラスを並行して受講」した 5 名およ
び「初めは語学クラスのみ（4 ヶ月）、途中から専門クラスのみ（4 ヶ月）」を受講した 2
名はモントリオール大学留学者である。また「専門クラスのみ受講」した 2 名はジャン=
ムーラン・リヨン第 3 大学とモントリオール大学への派遣者である。 
	 授業時間数は概ね週 16〜20 時間であるが、個人により多少増減があった。クラス規模
は 7〜26 名と幅があり、日本人学生の割合は、高い場合がクラスの 30%弱、少ない場合は
日本人は本人のみで 5%程度という状況であった。 
	 受講したクラスレベルの推移は、たとえば A1-1 の下線部に見られる下位区分を省略し
た形でまとめると以下のようになる。 
 
A1→B1   2 A2       2 B1         1 B2→C1    1 
A1→B2   1 A2→B1   3 B1→B2    10  
 A2→B2   2 B1→C1     1  
 
留学終了時のレベルに着目すると A2 が 2 名、B1 が 6 名、B2 が 13 名、C1 が 2 名であ
る。B2 以上で終えている 15 名のうち、留学前に 10 名が充実クラスを履修、8 名が語学
研修を履修していた。また留学中に DELF B1 および TCF B1 レベルを取得した学生は 5
名であったが、うち 1 名が充実クラスと語学研修を履修、1 名が研修のみの履修者であっ









	 次の表はアンケートの II-6.と II-7.の集計結果をまとめたものである。 
 
 (1)ほとんど感じなかった (2)少し感じた (3)強く感じた 
読む力 1→9 14→11 10→5 
書く力 3→6  6→14 16→5 
聴く力 1→7  4→16 20→2 
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「d メール等の私的な文章を書く力」、「f 日常会話の内容を聴き取る力」が 56%、「h 日






    (1) ほとんど 
思わなかった 
(2) 少し思った (3) 強く思った 
a 学術論文等を正確に読む力 5 13  7 
b 小説・新聞等を速く読む力 3 11 11 
c 申請書等の公的な文章を書く力 2 16  7 
d メール等の私的な文章を書く力 5  6 14 
e 放送や映画等の内容を聴き取る力 3  5 17 
f 日常会話の内容を聴き取る力 7  4 14 
g 会議等の公的な場で発言する力 3 10 12 
h 日常会話で自分の意思を伝える力 6  6 13 
 
3-4-2. 留学後の共通教育科目の受講について 













23 名、「少し関心がある」が 1 名であった。続いて「派遣留学経験者のみを対象とする授
業」は「大いに関心がある」が 19 名、「少し関心がある」が 4 名、「外部試験（フラン
ス語検定試験・DELF/DALF 等）対策の授業」は「大いに関心がある」が 15 名、「少し
関心がある」が 9 名であった。ここではこの結果のみ確認し、次項でより具体的な授業の
要望を示しながら、その可能性について述べたい。 
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しいと思う。またアンケートの IV-12.の「留学後に取得した外部試験・取得を希望する外
部試験」に、仏検以外に、DELF/DALF  [B2] （6 名）／[C1] （5 名）、TCF（400 点以











	 アンケート IV−13. の自由記述による希望の中で一番多かったのは、ジョイント形式の
授業も含め、「派遣前に、協定校から来ている留学生と交流する場を設定してほしい」（5
名）というものであった。これについては、2016 年度から、充実クラス II の授業で、セ
メスターに１回は、留学生、派遣留学予定者、派遣留学経験者を招いて交流するフランス
語アワーの時間を設けている。留学やフランス語圏について知る機会として概ね好評で、
学生たちはその気になれば、以後 SNS 等でつながることができる。 
































・ 1 年次から派遣留学制度の広報を行なうとともに、計画的な学力養成に向けて、1 年
次後半の充実クラス I・II、2年次9月に実施しているオルレアン大学フランス語研修、
DELF の聴き取りを行なうフランス語 B、DELFA2~B1 の口頭練習を行うフランス語
C といった授業を紹介する。 
・ 仏検とともに DELF について、試験形式、受験の仕方等についての広報を 1 年次か
ら行なう。語学留学の場合、派遣留学前に仏検準 2 級、DELF A2 の取得を勧める。
















す自律した学習者グループの育成につながると思われる。	 	 	 	 	 	 	 	 	（三上 純子） 





間中に在学していた学生は 4 名であり、アンケートには 4 名全員から回答があった。うち
3 名はカザン連邦大学（カザン）、1 名は極東連邦大学（ウラジオストク）に留学した。留
学年度は、2013 年度留学が 1 名、2014 年度留学が 1 名、2015 年度留学が 2 名である。1
名は 2 年次秋から留学し、あとの 3 名は 3 年次秋に留学を開始、留学期間は全員 10 ヶ月
である。4 名のうち 3 名は、留学期間中ずっと学生寮に住み、様々な国から来たルームメ
イトと過ごした。また 1 名は、学生寮で短期間過ごしたのち、アパートに移り、その後ホ
ームステイに切り替えた。なお、4 名の金沢大学での所属は法学類（総合法学コース）が








もとに 1 年後の同大学への派遣留学を決めた。 
	 留学開始時点でのロシア語能力に関する学生の自己評価は、表 1 のとおりである。 
 
表 1 ：留学開始時に力不足を感じた能力 
 ほとんど感じなかった 少し感じた 強く感じた 
読む力 1 1 2 
書く力 0 1 3 
聴く力 0 0 4 
話す力 0 0 4 
 
全体として、全員がすべての能力に力不足を感じているが、読む力には相対的に自信のあ





	 留学中、4 名中 3 名はロシア語クラスのみを受講、1 名は途中から並行して専門科目も
初習言語の派遣留学生の実力養成に向けた効果的なサポート体制の構築を目指して 
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聴講した。受講したロシア語クラスのレベルは、留学開始当初の CEFR の B1 相当クラス













表 2 ：留学終了時に力不足を感じた能力 
 ほとんど感じなかった 少し感じた 強く感じた 
読む力 3 1 0 
書く力 1 2 1 
聴く力 1 2 1 
話す力 1 2 1 
 
	 留学後、金沢大学でロシア語に関してどのような力を高めたいと思ったかについては、
表 3 のとおりである。表 1 と表 2 で力不足に感じる能力として挙がっている聴く力と話す
力について、留学後も継続して向上させていきたいという意欲が全員に見られる。 
 
表 3 ：金沢大学に戻ってから高めたいと思った能力 
 ほとんど思わなかった 少し思った 強く思った 
学術論文等を正確に読む力 1 0 3 
小説・新聞等を速く読む力 1 1 2 
申請書等の公的な文章を書く力 1 2 1 
メール等の私的な文章を書く力 0 2 2 
放送や映画等の内容を聴き取る力 0 0 4 
日常会話の内容を聴き取る力 0 0 4 
会議等の公的な場で発言する力 1 1 2 
日常会話で自分の意思を伝える力 0 0 4 
 




緒に学べる授業」に 3 名が大いに関心をもつと回答した。 
 







派遣留学経験者のみを対象とする授業 1 3 0 
派遣留学経験者と派遣留学希望者を対象とする授業 2 2 0 
ロシア語圏からの留学生と一緒に学べる授業 0 1 3 
外部試験（ロシア語能力検定試験や ТРКИ）対策の授業 2 0 2 
 
4-3. アンケート結果を踏まえて 



























































	 最後に、表 4 で 2 名が「大いに関心がある」としていた「外部試験（ロシア語能力検定
試験や ТРКИ）対策の授業」については、それだけで単独の授業を開講することはむずか




留学前 ロシア語能力検定試験 4 級	 	 	 	 2 名 
留学中 TРКИ第１レベル（CEFR B1）   2 名 
TРКИ第 2 レベル（CEFR B2）   1 名 
留学後	  TРКИ第 2 レベル  1 名 
ロシア語能力検定試験 2 級        1 名  




	 本アンケート回答者は、2014 年度～2017 年度金沢大学中国語圏派遣留学生（総数 22
人）のうちの 14 名（内訳：人文学類 3 名、経済学類 1 名、国際学類 10 名）である。派遣
留学先及び留学期間は表 1 に示された通りである。 
 
	 	 	 	 表 1：本アンケート回答者の派遣留学先及び留学期間	  
大学名 人数（滞在期間）  
蘇州大学 2 （5 ヶ月）  
大連理工大学 1（11 ヶ月）  
東華大学 1（11 ヶ月）  
南京大学 2（10 ヶ月）  
北京語言大学 1（11 ヶ月）  
北京師範大学 2（10 ヶ月）  
南開大学 1（11 ヶ月）  
台湾師範大学 
1 （6 ヶ月） 
2（10 ヶ月）  
台湾大学 1（10 ヶ月）  
	  
5-2．留学前の状況 
	 回答者 14 名のうち、留学前において金沢大学の語学関連授業の取得状況は、中国語 A
は全員履修済み、中国語 A（充実クラス）及び中国語 B はそれぞれ 10 名、中国語 C は 4






級、留学後は 2 級の取得を目指すよう指導し、また中国政府が公認する HSK の取得も薦
めている。今回のアンケート回答者は、ほぼ 9 割の派遣留学生がその指導に沿って、留学
前後の語学学習プランを立てて実施していたと見受けられる。（表 2 参照） 
	 授業以外に行なった勉強については、中国人留学生のチューターを務めた人は 5 名、中





	 派遣先大学での受講形態については、まず語学クラスのみの受講者は 8 名であり、留学
開始時から終了時までの受講クラスのレベル推移は、B→D は 2 名、C→D は 4 名、D→E
は 1 名であった。 
また、語学クラスと専門クラスを並行しての受講は 6 名であり、そのうち初めからの並














中国語検定試験 4 級 2 
 
中国語検定試験 3 級 10 
 








HSK5 級 5 
 
HSK6 級 5 
 
留学後に取得したもの・取得を希望するもの 
中国語検定試験準 1 級 4 
 
中国語検定試験 2 級 9 
 
HSK5 級 4 
 
HSK6 級 7 










くなり、「ほとんど感じなかった」人が留学前の 3 割弱から留学後の 7 割強に倍増した。
読む力は留学中においてかなり伸びたと思われる。書く力は読む力ほど伸びてはいなかっ
たが、不足を「ほとんど感じなかった」人の割合が留学前後に変化がなく、不足を「強く
感じた」人が 2 割減で、不足を「少し感じた」人が 2 割弱増であった。聴く力については
留学前に 8 割が不足を「強く感じた」が、留学後見事にそれがなくなり、「ほとんど感じ














































































学術論文等を正確に読む力 4 8 2
小説・新聞等を速く読む力 2 7 5
申請書等の公的な文章を書く力 5 7 2
メール等の私的な文章を書く力 3 4 7
放送や映画等の内容を聞き取る力 2 4 8
日常会話の内容を聴き取る力 6 1 7
会議等の公的な場で発言する力 2 5 7







派遣留学経験者のみを対象とする授業 4 1 8
派遣留学経験者と派遣留学希望者を対象とする授業 3 4 6
中国語圏からの留学生と一緒に学べる授業 1 0 12
外部試験対策の授業 1 3 9
初習言語の派遣留学生の実力養成に向けた効果的なサポート体制の構築を目指して 
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• リスニングと会話練習に重点をおいて勉強することをおすすめします。  
• リスニング能力等を鍛える為中国語のアニメやドラマを見ておくのもよいと思う。   
• 会話！！！！！！！！！！  
【文法】 
• 基礎の勉強。特に文法や単語。  
• 単語を覚える、基本的な発音。 
• 生活で使う分野単語を覚えていくこと。  
• 単語はできるだけ覚えていくべき。最初使ったり聞き取れなくても後々慣れた頃に
役立つ。  
• 文法的な部分は日本にいる間に押さえておいた方が良い。  
【検定試験】 
• 検定を受けておくこと。耳を慣らしておくこと。  












	 	 ①	 中国人留学生と一緒に授業をうけたい 
	 	 ②	 中国語による会話や討論のような経験を積みたい 
	 	 ③	 1、2 年次に履修できる基礎の授業をもっと増やしてほしい 
	 	 ④	 繁体字も少し勉強したい 






















	 今回のアンケート回答者の 14 人中 9 人がすでに社会人になり、彼らへの追跡調査の中
で在学中に中国語のどの力を伸ばしたかったかとインタビューしたところ、 




	 	 ②	 中間のレベルの中国語で進行する授業がもう少しあればいい 


























	 「初習言語アワー」とは、プロジェクト初年度のアンケートにおいて独仏露中 4 言語全
てに共通していた「留学していた言語圏から来た外国人留学生と一緒に学べる授業」への




	 2 年間の記録を表にまとめると次のようになる。 
 
 


















































（1 年生 6 名、2
年生 1 名、派遣帰




ヨン第 3 大学ジャン・ムーラン校 2

























1 月 19 日 
3 限 






朝鮮語では非常勤講師担当の B や C の授業に韓国人留学生が毎年 1、2 名参加してお
り、日頃からジョイントの授業が行われている。また、K フレンズという文化サーク




























（1 年生 23 名、派































レス大学 1 名、ロレーヌ大学 1
名、ジャン・ムーラン・リヨン
第 3 大学 2 名、モントリオール


















名、他 3 名） 
1 名（極東連邦大学） 










朝鮮語では非常勤講師担当の B や C の授業に韓国人留学生が毎年 1、2 名参加してお
り、日頃からジョイントの授業が行われている。また、K フレンズという文化サーク
ルでも交流が行われている。K フレンズの活動として、12 月 8 日に韓国の留学生も参
加してカラオケ大会を行った。また、12 月 22 日には K フレンズの忘年会を実施した。 









































・「平成 29 年度金沢大学派遣留学報告書」、金沢大学国際機構支援室、2017 






性別  □男 □女  
※☑男のように、☑をコピーして貼り付けてください（以下同じ） 




  □学生寮 □ホームステイ □アパート等 □その他（具体的に：   ） 
 （補）ルームメイトがいた方へ：ルームメイトの国籍は？（        ） 
 




  □ ○○語Ａ１～Ａ４ 
  □ ○○語Ａ（充実クラス） 
  □ ○○語Ｂ（教員名：           ） 
  □ ○○語Ｃ（教員名：           ） 
  □ ○○語コミュニケーション IA/IB（教員名：          ） 
  □ ○○語コミュニケーション IIA/IIB（教員名：        ） 
 □ ○○語コミュニケーション IIIA/IIIB（教員名：       ） 
  □ ○○語コミュニケーション IVA/IVB（教員名：        ） 
  □ 海外語学研修 
  □ 海外インターンシップ  
  □ その他（具体的に：              ） 
  （補）○○語Ｂを受講しなかった方へ：なぜ受講しなかったのですか？ 
                                                   
4 このアンケートについては、2017 年 3 月に定年退職された矢淵孝良教授が原型を作成し
て下さった。本プロジェクトはこの報告記執筆者だけでなく、矢淵孝良教授による多大な
貢献の下に進められた。この場を借りて執筆者一同、矢淵孝良先生にお礼を申し上げます。 
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  □ 受講したいと思う内容の授業がなかったから 
  □ 受講したいと思ったが時間割の関係で選択できなかったから 
  □ 受講したいと思ったが履修上限の関係で選択できなかったから 
  □ シラバスを読んで内容が難しすぎると思ったから  
  □ シラバスを読んで内容が易しすぎると思ったから  
  □ その他（具体的に：              ） 
       
２．授業以外に何か勉強しましたか？（該当するものすべてに☑を貼り付け）  
  □ 語学学校・語学教室に通った  
  □ ○○語圏からの留学生のチューターを務めた  
  □ チューターではないが、○○語圏からの留学生と接する機会を作った 
  □ 語学系サークルに入った 
  □ 友人らと勉強会を開いた 
  □ その他（具体的に：              ）  
     
３．教員からの事前指導はありましたか？（☑を貼り付け）  
  □ あった 
  □ なかった 
  「あった」という方はその内容を簡単に記してください。  





 □ ずっと語学クラスのみ受講 
 □ 初めは語学クラスのみで途中から専門クラスを並行して受講  
 □ 初めは語学クラスのみ（ ヶ月）、途中から専門クラスのみ（ ヶ月）受講 
 □ ずっと専門クラスのみ受講     
























 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 
 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 
・作文 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 
・講読 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 
・リスニング 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 
・その他（    ） 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 週（ ）時間 
 
③クラスメイトのうち、日本人学生は何名、外国人学生は何名でしたか？ 
※受講したコースごとに答えてください。"     
 ・日本人学生 （ ）名 （ ）名 （ ）名 （ ）名 
 ・外国人学生 （ ）名 （ ）名 （ ）名 （ ）名 
 
６．留学開始時、以下の能力について、どの程度の力不足を感じましたか？（数字を記入） 
  ※（１）ほとんど感じなかった （２）少し感じた （３）強く感じた 
  ・読む力（ ） 
  ・書く力（ ） 
  ・聴く力（ ） 
  ・話す力（ ） 
（補）上の質問に関連し、以下の点について、どの程度の不足を感じましたか？（数字を
記入）      
  ※（１）ほとんど感じなかった （２）少し感じた （３）強く感じた
  ・文法事項に関する知識     （ ）  
  ・語彙数   （ ）  
  ・発音の正確さ   （ ）  
  ・コミュニケーションの場で〇〇語を使用した経験   （ ） 
  ・コミュニケーションの場で〇〇語を使用する自信   （ ） 
  ・その他（具体的に：          ）   （ ） 
        
７．留学終了時、以下の能力について、どの程度の力不足を感じましたか？（数字を記入） 
  ※（１）ほとんど感じなかった （２）少し感じた （３）強く感じた 
  ・読む力（ ） 
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  ・書く力（ ） 
  ・聴く力（ ） 
  ・話す力（ ） 
 




記入）      
  ※（１）ほとんど思わなかった （２）少し思った （３）強く思った 
  a 学術論文等を正確に読む力   （  ） 
  b 小説・新聞等を速く読む力   （  ） 
  c 申請書等の公的な文章を書く力   （  ） 
  d メール等の私的な文章を書く力   （  ） 
  e 放送や映画等の内容を聴き取る力  （  ） 
  f 日常会話の内容を聴き取る力   （  ） 
  g 会議等の公的な場で発言する力   （  ） 
  h 日常会話で自分の意思を伝える力  （  ） 
  i その他（具体的に：            ） （  ） 
       
10．留学後、○○語Ｃ等の共通教育科目を受講しましたか？（予定を含む）（☑を貼り付け） 
  □ 受講した 
  □ 受講しなかった 
 （補）「受講しなかった」方へ：なぜ受講しなかったのですか？（☑を貼り付け） 
  □ 受講したいと思う内容の授業がなかったから 
  □ 受講したいと思ったが時間割の関係で選択できなかったから 
  □ 受講したいと思ったが履修上限の関係で選択できなかったから  
  □ シラバスを読んで内容が難しすぎると思ったから 
  □ シラバスを読んで内容が易しすぎると思ったから   
  □その他（具体的に：   ）     
       
11．留学後の授業として、どの程度、以下のような授業に関心がありますか？（数字を記
入）      
 ※（１）あまり関心がない （２）少し関心がある （３）大いに関心がある  
 a 派遣留学経験者のみを対象とする授業    （ ） 
 b 派遣留学経験者と派遣留学希望者を対象とする授業  （ ） 
初習言語の派遣留学生の実力養成に向けた効果的なサポート体制の構築を目指して 
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 c ○○語圏からの留学生と一緒に学べる授業   （ ） 
 d 外部試験（○○語検定試験等）対策の授業         （ ） 
 e その他（具体的に：            ）   （ ） 
       
Ⅳ その他       
12．外部試験についての質問です。（該当するものに数字等を記入）   
   
  ①留学前に取得していたものはありますか？ 
  ・〇〇語検定試験（ ）級 
  ・その他（具体的に：              ）  
   
  ②留学中に取得したものはありますか？ 
  ・〇〇語検定試験（ ）級 
  ・その他（具体的に：              ）  
   
  ③留学後に取得したもの／取得を希望するものはありますか？ 
  ・〇〇語検定試験（ ）級  
  ・その他（具体的に：              ）  
       
13．派遣留学に関連し、特に学習支援という点で教員・大学に望むことを書いてください。 
 
 
※注記	 各言語で授業形態などが異なるため、上記のアンケートはあくまでも原型であり、
実際の調査の際には言語ごとに異なる設問や選択肢があったことをお断りしておく。	
